
町会・自治会に加入しましょう!! 町会・自治会は、地域に住む人たちが、明るく住みよい町づくりをめざして、
地域におけるいろいろな問題の解決に取り組んでいる自主的団体です。（ ）

（1）　　　　　令和７年11月1日 第319号

板 橋 区 町 会 連 合 会

第319号

事務センター 板橋区南常盤台 1－36－8

併設の第三ホールにて法要等も承っております

大正15年
創 業

い た ば し 町 連

 

各
支
部
の
要
望
項
目

〔
板
橋
支
部
〕

１　

板
橋
駅
西
口
駅
前
広

場
再
整
備
計
画
に
お
け

る
安
心
・
安
全
対
策
の

確
保
に
つ
い
て
【
継
続

（
見
直
し
）】

２　

石
神
井
川
沿
い
の
並

木
道
を
発
端
と
し
た
区

内
桜
並
木
の
保
存
と
維

持
に
つい
て
【
継
続
】

３　

板
橋
給
水
所
に
お
け

る
発
災
時
の
応
急
給
水

活
動
に
つ
い
て
【
継
続

（
見
直
し
）】

〔
熊
野
支
部
〕

１　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
へ

の
車
両
進
入
に
つ
い
て

【
新
規
】

〔
仲
宿
支
部
〕

１　

エ
コ
ポ
リ
ス
板
橋
地

区
環
境
行
動
委
員
会
活

動
補
助
金
の
補
助
割
合

の
見
直
し
に
つ
い
て【
新

規
】

２　

板
橋
大
山
公
園
「
じ

ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
」
の
暑
さ

対
策
の
強
化
に
つ
い
て

【
新
規
】　

〔
仲
町
支
部
〕

１　

東
武
東
上
線
中
板
橋

駅
付
近
鉄
道
立
体
化
の

促
進
と
高
架
下
空
間
の

活
用
に
つ
い
て【
継
続
】

次
の
ペ
ー
ジ
へ

２　

仲
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
ト
イ
レ
改
修
に

つ
い
て
【
新
規
】
次
ペ

ー
ジ
へ
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☎３９６０－０１２１
☎３９６０－２１３１
☎３９３８－０１５１
☎３９３５－２１１１
☎３９５９－１１７１
☎３９６１－５１１１
☎３９５８－８８１１
☎３９３７－２１１１
☎５９９７－１２１１
☎３５５４－５５１１

板 橋 支 店
常 盤 台 支 店
志 村 支 店
成 増 支 店
東武練馬支店
幸 町 支 店
板橋栄町支店
東 新 町 支 店
高 島 平 支 店
新高島平支店
小竹向原支店
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要望書を区長へ

要望書を議長へ

発 行 板 橋 区 町 会 連 合 会
東京都板橋区板橋2-66-1
板橋区役所区民文化部
地域振興課気付
電　話　03-3579-2163

会 長 小 林 英 子
板橋区町会連合会広報部
株式会社三六工芸印刷社
　東京都板橋区蓮沼町34-14
　電　話　03-3969-0361

　
編 集
印 刷

駆
け
回
り「
コ
ト
リ
」と
眠
る

幼
児
よ
頬
を
寄
せ
れ
ば
日
向
の

に
お
い

　

弥
生
町 

田
柳　
智
子

エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
湯
に
菊
浮
か
ば

せ
て
重
陽
の
朝
身
体
委
ね
る

　

徳
丸 

山
下　
登
美

地
を
見
れ
ば
な
ご
り
の
朝
顔
彼
岸
花

空
見
上
げ
れ
ば
行
合
い
の
雲

　

大
山
西
町 

田
村　
昭
子

帰
省
孫
「
秋
刀
魚
食
べ
た
い
」

注
文
に
厨
煙
り
て
お
ろ
し
の
音
す

　

赤
塚
新
町 
野
口　
三
枝

公
園
の
ラ
ジ
オ
体
操
顔
な
じ
み

一
人
休
め
ば
ひ
と
ひ
気
に
な
る

　

板
橋 

広
木　
啓
次

１　

町
会
・
自
治
会
並
び

に
町
会
連
合
会
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
【
継

続
（
見
直
し
）】

　

町
会
・
自
治
会
並
び
に

町
会
連
合
会
は
、
そ
の
歴

史
や
活
動
実
績
か
ら
見
て
、

非
常
に
公
共
性
の
高
い
住

民
自
治
組
織
で
あ
り
、
奉

仕
団
体
で
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
超
高
齢
社
会
に

な
っ
た
現
在
、
安
心
で
安

全
な
地
域
社
会
を
維
持
す

る
た
め
に
も
、
地
域
住
民

に
よ
る
相
互
支
援
活
動
、

防
災
、
防
犯
活
動
の
重
要

要
望
項
目
・
要
旨

性
が
年
々
増
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

担
い
手
と
し
て
、
単
位
町

会
・
自
治
会
の
果
た
す
役

割
は
、
今
後
益
々
大
き
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
今
後
も
板
橋

区
と
共
に
区
民
の
福
祉
の

向
上
を
目
指
し
た
事
業
運

営
を
行
な
う
た
め
、
以
下

の
事
項
に
つ
い
て
要
望
し

ま
す
。

　

⑴
昨
年
は
、
補
助
金
の

増
額
に
つ
い
て
要
望
し
た

と
こ
ろ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
事
業
補
助
金
を
増

額
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
昨
今
の
物
価
上
昇

率
に
は
追
い
つ
い
て
い
な

い
の
が
実
情
で
ご
ざ
い
ま

す
。
区
の
財
政
状
況
を
勘

案
す
る
と
非
常
に
心
苦
し

い
限
り
で
す
が
、
継
続
可

能
な
町
会
・
自
治
会
事
業

の
開
催
を
可
能
と
す
る
た

め
に
も
、
物
価
上
昇
に
見

合
っ
た
補
助
金
の
算
出
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、「
二
十
歳
の

つ
ど
い
」
の
分
担
金
に
つ

い
て
も
増
額
の
検
討
を
し

て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

⑵
令
和
７
年
度
か
ら
地

域
交
流
ア
プ
リ
の
導
入
を

区
か
ら
提
案
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
活
性
化
及
び
町

会
・
自
治
会
事
業
の
効
率

化
の
面
か
ら
も
非
常
に
有

効
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
事
業
は
、

導
入
か
ら
３
年
間
の
利
用

料
を
区
が
負
担
し
て
い
た

だ
け
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

４
年
目
以
降
に
つ
い
て
は
、

各
町
会
・
自
治
会
の
金
銭

的
な
負
担
が
大
き
く
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
、
導
入

を
躊
躇
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
素
晴
ら
し
い
事
業
の

導
入
を
促
進
す
る
た
め
、

４
年
目
以
降
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
区
の
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

２　

自
転
車
及
び
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
安
全

利
用
に
つ
い
て
【
継
続

（
見
直
し
）】

　

令
和
７
年
度
要
望
で
は
、

自
転
車
の
マ
ナ
ー
及
び
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
安
全

利
用
に
つ
い
て
要
望
を
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
警

察
署
と
の
連
携
に
よ
り
安

全
な
利
用
に
つ
い
て
の
啓

発
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
令
和
８
年
４
月
か
ら

の
自
転
車
の
危
険
な
運
転

に
よ
る
交
通
違
反
に
は
、

反
則
金
の
納
付
を
伴
っ
た

取
り
締
ま
り
が
実
行
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
、
歩
行
者

と
し
て
は
安
心
す
る
こ
と

が
で
き
、
あ
り
が
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
実
効
的

な
効
果
を
期
待
す
る
た
め
、

板
橋
区
が
主
体
と
な
り
、

警
察
署
と
連
携
し
た
広

報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

３　

水
害
時
の
避
難
場
所

に
つ
い
て
【
継
続
（
見

直
し
）】

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ

り
、
大
雨
や
豪
雨
の
頻
度

の
リ
ス
ク
は
今
後
さ
ら
に

高
ま
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
板
橋
区
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、

区
内
北
部
の
ほ
と
ん
ど
が
、

１
階
の
天
井
以
上
の
高
さ

で
浸
水
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
は
、
都

営
地
下
鉄
三
田
線
の
高
架

駅
の
避
難
所
と
し
て
の
活

用
を
要
望
し
ま
し
た
が
、

管
理
等
の
都
合
に
よ
り
認

め
て
い
た
だ
け
ず
、
区
か

ら
も
知
人
宅
へ
の
分
散
避

難
や
区
南
部
へ
の
水
平
避

難
（
高
台
避
難
）
を
推
奨

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
水

害
避
難
等
の
対
応
方
針
が

定
め
ら
れ
た
と
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
周
知
が
行
き

届
い
て
お
ら
ず
、
区
民
が

理
解
し
て
い
る
状
況
と
は

言
い
難
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

水
害
時
は
、
避
難
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
も
判
断
が

難
し
く
、
な
お
か
つ
、
豪

雨
の
中
の
遠
距
離
へ
の
避

難
は
危
険
を
伴
う
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
従
い
ま

し
て
、
震
災
時
の
避
難
所

の
よ
う
に
近
距
離
で
避
難

で
き
る
緊
急
一
時
避
難
場

所
の
周
知
、
震
災
時
の
一

時
避
難
場
所
の
よ
う
な
場

所
の
周
知
及
び
避
難
方
法

の
周
知
の
徹
底
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

４　

会
議
室
の
新
規
設
置

に
つ
い
て
【
新
規
】

　

現
在
、
板
橋
区
内
に
お

い
て
大
規
模
な
会
合
が
実

施
で
き
る
施
設
は
、
文
化

会
館
の
大
会
議
室
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ラ

イ
フ
プ
ラ
ザ
も
大
き
な

ホ
ー
ル
と
し
て
使
用
可
能

で
は
あ
り
ま
す
が
、
テ
ー

ブ
ル
等
の
備
品
の
設
置
数

が
少
な
く
使
い
勝
手
が
あ

ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

文
化
会
館
を
使
用
す
る

場
合
に
は
、
当
然
な
が
ら

抽
選
に
参
加
す
る
こ
と
が

必
須
と
な
っ
て
お
り
希
望

す
る
日
の
使
用
は
、
か
な

り
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

区
内
の
各
団
体
も
同
様
の

よ
う
で
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
近
隣
区
の
ホ
テ
ル
を

活
用
す
る
事
例
も
散
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
会
館
の
一

択
の
た
め
、
文
化
会
館
の

改
修
や
点
検
時
に
は
、
使

用
で
き
る
会
場
が
な
い
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

区
内
の
団
体
が
近
隣
区

で
は
な
く
、区
内
で
大
き

な
会
合
が
開
催
で
き
る
よ

う
、旧
保
健
所
跡
地
の
活

用
計
画
の
中
に
組
み
入
れ

て
、ぜ
ひ
、大
規
模
な
会
合

が
で
き
る
多
目
的
な
用
途

を
想
定
し
た
会
場
の
新
規

設
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
12
日
（
金
）
午
後
１
時
、
令
和
８
年
度
板
橋
区
予
算
の
編
成
に
係
る
板
橋

区
町
会
連
合
会
の
要
望
書
を
、
小
林
英
子
町
連
会
長
及
び
露
木
、
山
家
、
髙
田
、

大
戸
、
大
室
、
小
日
向
副
会
長
が
板
橋
区
役
所
を
訪
れ
て
坂
本
健
区
長
に
提
出
し

た
。
そ
の
後
、
田
中
し
ゅ
ん
す
け
区
議
会
議
長
に
同
様
の
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

　

要
望
書
の
内
容
は
、
従
前
の
要
望
に
対
す
る
回
答
や
進
捗
状
況
、
ま
た
新
た
な

課
題
に
つ
い
て
の
要
望
及
び
各
支
部
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
を
基
に
案
を
作
成

し
、
９
月
に
開
催
さ
れ
た
支
部
長
会
に
お
い
て
協
議
・
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

項
目
数
は
、
本
部
か
ら
の
要
望
が
４
項
目
、
支
部
か
ら
の
要
望
が
38
項
目
で
、
要

旨
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
対
す
る
区
側
の
回
答
・
考
え
方
は
、
11
月
ま
で
に
示

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

二次元コードからアクセスすると

最新と過去の「いたばし町連」を

ご覧いただだくことができます。

公益社団法人板橋区シルバー人材センター
 お問い合せは TEL 3964-0871

約3000名の区民の方が、登録しています ～60歳以上の区民の方が対象～

会　　員 募　　集
あなたも働いてみませんか？

区
長
・
議
長
に
提
出

区
長
・
議
長
に
提
出

令
和
８
年
度 

区
予
算
に
対
す
る
要
望
書 

令
和
８
年
度 

区
予
算
に
対
す
る
要
望
書 

区
長
・
議
長
に
提
出



セントラルフーズさんいち株式会社

CATERING SERVICE
・・・美味しいお料理とサービス
　　　まごころと信頼をお届けします・・・

本店：☎03（5943）5531　FAX03（5943）5532
大山店：☎03（3579）8531（板橋区立グリーンホール内）　

快適ライフのアドバイザー
多様化するニーズに対応するため

これからもアイデーマンは躍進していきます

IDグループ

東京都板橋区南常盤台1-11-9　IDビル

tel:(03)3973-8529 fax:(03)3959-6067
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令和７年11月1日　　　　　（2）第319号 い た ば し 町 連
　
（
１
面
か
ら
続
く
）

２　

仲
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
ト
イ
レ
改
修
に

つ
い
て
【
新
規
】

〔
富
士
見
支
部
〕

１　

旧
板
橋
第
四
中
学
校

跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

【
継
続
】

２　

交
流
ひ
ろ
ば
の
利
活

用
及
び
地
域
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
【
継
続
】

３　

区
立
板
橋
保
育
園
跡

地
の
利
活
用
に
つ
い
て

【
継
続
】

〔
大
谷
口
支
部
〕

１　

小
竹
向
原
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
に
つ

い
て
【
新
規
】

〔
常
盤
台
支
部
〕

１　

と
き
わ
台
駅
・
上
板

橋
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア

等
設
置
に
つ
い
て
【
継

続
】

２　

東
武
東
上
線
と
き
わ

台
駅
の
鉄
道
立
体
化
促

進
に
つ
い
て
【
継
続
】

３　

東
武
東
上
線
上
板
橋

駅
の
鉄
道
立
体
化
に
つ

い
て
【
継
続
】

〔
清
水
支
部
〕

１　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

1
0
0
％
設
置
に
向
け

て
【
継
続
】

２　

水
害
時
に
お
け
る
荒

川
浸
水
域
住
民
の
避
難

場
所
の
確
保
に
つ
い
て

【
新
規
】

３　

登
下
校
時
の
子
ど
も

た
ち
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
【
継
続
】

〔
志
村
坂
上
支
部
〕

１　

都
営
三
田
線
志
村
坂

上
駅
Ａ
１
・Ａ
２
出
口

（
一
里
塚
側
）へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い

て
【
継
続
】　　

２　

旧
志
村
警
察
署
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
【
継

続
】

３　

避
難
所
運
営
協
議
会

に
つ
い
て
【
新
規
】

４　

町
会
長
変
更
に
伴
う

届
出
書
類
の
簡
略
化
に

つ
い
て
【
新
規
】

５　

小
豆
沢
体
育
館
、
志

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い

て
【
新
規
】

〔
蓮
根
支
部
〕

１　

水
害
発
生
時
用
救
命

ボ
ー
ト
の
配
備
に
つ
い

て
【
新
規
】

２　

噴
水
型
こ
ど
も
の
池

へ
の
早
期
整
備
に
つ
い

て
【
新
規
】

〔
舟
渡
支
部
〕

１　

エ
コ
ポ
リ
ス
板
橋
地

区
環
境
行
動
委
員
会
活

動
補
助
金
の
補
助
率
の

引
き
上
げ
【
新
規
】

２　

板
橋
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
性
化
事
業
補
助

【
新
規
】

〔
前
野
支
部
〕

１　

自
転
車
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
向
上
の
た
め
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
す
る
、

地
域
・
業
界
・
板
橋
区

合
同
で
の
一
斉
実
施
に

つ
い
て
【
新
規
】

２　

町
会
・
自
治
会
単
位

で
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
に
向
け
た
予
算
措

置
に
つ
い
て
【
新
規
】

３　

小
中
学
校
の
避
難
所

運
営
に
お
け
る
体
制
強

化
に
つ
い
て
【
新
規
】

４　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
引
き
取
り
期
間
短

縮
に
つ
い
て
【
新
規
】

〔
桜
川
支
部
〕

１　

町
会
で
賃
貸
借
契
約

を
結
ん
で
い
る
借
地
や

貸
倉
庫
等
へ
の
助
成
制

度
の
創
設
に
つ
い
て【
新

規
】

２　

桜
川
地
域
セ
ン
タ
ー

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
に
お
け
る
可
動
間

仕
切
壁
及
び
内
装
改
修

工
事
に
つ
い
て
【
新
規
】

３　

訓
練
用
炊
き
出
し
セ

ッ
ト
の
再
整
備
及
び
定

期
保
守
点
検
に
つ
い
て

【
新
規
】

〔
下
赤
塚
支
部
〕

１　

区
と
警
察
署
の
連
携

強
化
に
よ
る
交
通
安
全

施
設
の
整
備
・
改
修
の

加
速
的
推
進
【
新
規
】

〔
徳
丸
支
部
〕

１　

徳
丸
地
区
に
小
回
り

の
き
く
巡
回
送
迎
ワ
ゴ

ン
車
の
運
行
の
提
案【
新

規
】

２　

前
期
高
齢
者
か
ら
の

タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
割

引
）
の
発
行
に
つ
い
て

【
新
規
】

〔
高
島
平
支
部
〕

１　

高
島
平
緑
地（
高
島

平
九
丁
目
地
区
）の
有
効

活
用
に
つ
い
て【
新
規
】

区政功労者祝賀会で
中締の挨拶をする小林会長

東京都功労者〔地域活動功労〕

総務部会の様子

広報部会の様子

受賞者のみなさま新任会長研修会の様子

目
で
確
認　

声
出
し
確
認　

火
の
用
心

11
月
９
日（
日
）〜
15
日（
土
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

総
務
部

広
報
部

部
会
報
告

　

永
年
に
わ
た
り
区
政
の

伸
長
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
９
名
の
方
が
、

区
政
功
労
者
と
し
て
10
月

１
日
（
水
）
に
板
橋
区
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
に
お
い

て
は
、
地
域
自
治
の
振
興

や
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど

に
貢
献
さ
れ
た
方
が
、
東

京
都
功
労
者
と
し
て
同
日

に
東
京
都
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
う
ち
当
町
会

連
合
会
関
係
の
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
分
野
別

五
十
音
順
）

○ 

区
政
功
労
者

▽
井
上
一
哉
氏
（
元
志
村

坂
上
支
部
長
・
志
村
城

山
町
会
会
長
）

▽
榎
本　

進
氏
（
元
町
会

連
合
会
副
会
長
・
現
上

谷
津
町
会
会
長
）

▽
德
山
安
子
氏
（
仲
町
支

部
長
・
大
山
本
町
会
会

長
）

 

○ 

東
京
都
功
労
者

〔
地
域
活
動
功
労
〕

▽
露
木
保
文
氏
（
町
会
連

合
会
副
会
長
・
小
豆
沢

一
丁
目
町
会
会
長
）

 

▽
戸
田
敏
之
氏
（
元
高
島

平
支
部
長
・
高
島
平
二

丁
目
団
地
自
治
会
会

長
）

区
政
功
労
者

東
京
都
功
労
者

区
政
功
労
者

東
京
都
功
労
者

栄
え
あ
る
受
賞

栄
え
あ
る
受
賞

　

８
月
21
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
か
ら
、
区
役
所

内
会
議
室
で
総
務
部
会

が
開
催
さ
れ
た
。議
事
は
、

対
区
要
望
書
に
つ
い
て
、

７
月
に
開
催
さ
れ
た
同
部

会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
基

づ
き
修
正
し
た
要
望
書
案

を
事
務
局
か
ら
説
明
し
、

再
度
協
議
し
た
結
果
、
了

承
さ
れ
た
。

　

広
報
部
会
（
鈴
木　

孝
部
長
）
が
10
月
７
日

（
火
）
10
時
30
分
か
ら
開

催
さ
れ
た
。
会
議
は
鈴
木

部
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ

た
。　

　

議
事
で
は
、機
関
紙
７
・

９
月
号
の
事
後
検
証
と

発
行
予
定
の
11
・
１
月
号

の
掲
載
項
目
の
検
討
、
令

和
８
年
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス

の
掲
載
予
定
等
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
機
関
紙
の
配
付

拡
大
や
広
告
掲
載
企
業

の
増
加
に
つ
い
て
も
１
月

号
か
ら
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
さ
ら
な
る
広
告
掲
載

　

10
月
６
日
（
月
）
午
前

10
時
か
ら
区
役
所
内
４
階

災
害
対
策
室
に
お
い
て
、

新
た
に
町
会
長
及
び
自
治

会
長
に
就
任
さ
れ
た
52
名

の
内
、32
名
が
参
加
し
て
、

研
修
会
を
実
施
し
た
。

　

は
じ
め
に
小
林
英
子
町

連
会
長
か
ら
「
町
会
長
・

自
治
会
長
と
し
て
様
々
な

役
割
が
出
て
く
る
た
め
、

本
日
の
研
修
を
ぜ
ひ
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
町

会
連
合
会
も
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。」
旨
の
挨
拶

が
あ
り
、
次
に
坂
本
健
板

橋
区
長
か
ら
「
日
頃
か
ら

企
業
の
紹
介
を
お
願
い
し

た
。

　

最
後
に
、
中
島　

肇
副

部
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了

し
た
。

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
区
政

に
は
町
会
・
自
治
会
と
の

連
携
・
協
働
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
今
後
と
も
お
力

添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、

講
義
に
移
っ
た
。

　

内
容
は
、

１　

町
会
・
自
治
会
及
び

町
会
連
合
会
の
概
要

２　

町
会
・
自
治
会
へ
の

委
託
業
務
・
補
助
金
等

（
掲
示
板
管
理
委
託
、

チ
ラ
シ
周
知
・
回
覧
手

数
料
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
助
成
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
等
）

３　

住
民
防
災
組
織
と
区

の
取
組
（
活
動
費
・
訓

練
費
助
成
、
防
災
資
機

材
貸
与
、
防
災
訓
練
支

援
等
）

４　

避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
運
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
５　

集
団
回
収
（
古
紙
・

古
布
・
缶
・
び
ん
）
の

案
内
の
説
明
が
あ
り
、

質
疑
応
答
の
後
、
約
２

時
間
で
閉
会
し
た
。

令和７年

新
任
町
会
・
自
治
会
長

研
修
会
を
実
施
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10
月
１
日（
水
）午
後
１

時
30
分
か
ら
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て「
第
34
回
板
橋

区
犯
罪
抑
止
生
活
安
全
の

つ
ど
い
」が
、板
橋
区
・
区
内

三
警
察
署
・
三
防
犯
協

会
・
板
橋
区
町
会
連
合
会

の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
部
式
典
で
は
、
主

催
者
と
し
て
、
榎
本
藤
二

高
島
平
防
犯
協
会
会
長
の

開
会
の
辞
で
は
じ
ま
り
、

坂
本
健
板
橋
区
長
・
小
林

英
子
町
会
連
合
会
会
長
ほ

か
の
主
催
者
挨
拶
、
田
中

し
ゅ
ん
す
け
区
議
会
議
長

の
来
賓
者
祝
辞
が
あ
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
挨

拶
か
ら
は
、
特
殊
詐
欺
の

件
数
の
増
加
、
犯
罪
の
巧

妙
化
や
、
凶
暴
化
に
つ
い

て
の
危
惧
と
、
被
害
を
減

ら
す
た
め
に
は
、板
橋
区
、

警
察
、
防
犯
協
会
、
町
会
・

自
治
会
が
協
力
し
て
防
犯

意
識
の
向
上
と
適
切
な
防

犯
活
動
を
行
う
こ
と
の
重

要
性
が
語
ら
れ
た
。

　

詐
欺
被
害
者
数
で
は
、

64
歳
以
下
の
割
合
が
増
え

て
い
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、い
っ
こ
く
堂
さ

ん
へ
の
一
日
警
察
署
長
の

委
嘱
状
交
付
や
大
東
文
化

大
学
防
災
研
究
同
好
会

「
S
T
E
R
A
」の
代
表
者

２
人
に
よ
る「
板
橋
区
犯
罪

抑
止
生
活
安
全
の
つ
ど
い

宣
言
」の
朗
読
が
あ
っ
た
。

　

第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
特
殊
詐
欺
の

状
況
や
防
犯
対
策
に
つ
い

て
、
い
っ
こ
く
堂
さ
ん
と

の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

　

最
後
は
、
も
の
ま
ね
歌

謡
シ
ョ
ー
も
披
露
さ
れ
参

加
さ
れ
た
方
々
は
、
防
犯

に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
は
、
り
ん
り
ん

ち
ゃ
ん
と
ピ
ー
ポ
君
か
ら

い
っ
こ
く
堂
さ
ん
に
花
束

の
贈
呈
が
あ
り
閉
会
し

た
。 

舟渡地区大運動会（舟渡） 中台地区スポーツデー（中台） 志村坂上地区スポーツ大会（志村坂上） 仲宿地区区民大運動会（仲宿）

蓮根地区区民大運動会（蓮根） 大谷口地区区民大運動会（大谷口）

木やりと１５基のみこし.

盛大な区民おどり

挨拶をする板橋区長

主催者挨拶をする板橋区長 挨拶をする小林町連会長
犯罪抑止生活安全の
つどい宣言の読み上げ

仲町地区区民大運動会（仲町） 前野歩け歩けスタンプラリー（前野）

壇上に上がられた方々が勢ぞろい

下赤塚地区ウォークラリー（下赤塚）

〜
未
来
を
め
ぐ
り
、

め
く
る
絵
本
の
ま
ち
板
橋
〜

〜
未
来
を
め
ぐ
り
、

め
く
る
絵
本
の
ま
ち
板
橋
〜

 

板
橋
区
民
ま
つ
り

 

板
橋
区
民
ま
つ
り

秋
の
交
通
安
全
都
民
の
つ
ど
い

T
O
K
Y
O 

S
A
F
E
T
Y 

A
C
T
I
O
N

秋
の
交
通
安
全
都
民
の
つ
ど
い

T
O
K
Y
O 

S
A
F
E
T
Y 

A
C
T
I
O
N

　

第
54
回
板
橋
区
民
ま
つ

り（
主
催
：
板
橋
区
・
板
橋

区
観
光
協
会
、共
催
：
板
橋

区
町
会
連
合
会
ほ
か
）が

10
月
18
日（
土
）・
19
日

（
日
）二
日
間
に
わ
た
っ
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

お
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
（
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ル
前
道
路
）

で
は
、
18
日
（
土
）
12
時

か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ

レ
ー
ド
が
あ
り
、
赤
塚
第

三
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
元

気
あ
ふ
れ
る
演
奏
で
開
幕

し
、
坂
本
健
区
長
の
主
催

者
挨
拶
、
来
賓
や
交
流
自

治
体
の
紹
介
が
行
わ
れ

た
。
演
目
の
中
で
は
、
町

連
女
性
部
を
中
心
と
し
た

区
民
お
ど
り
で
総
勢

5
0
0
人
超
の
躍
り
手
が

輪
に
な
り
、
み
ご
と
な
踊

　

９
月
５
日（
金
）午
後
２

り
を
披
露
し
た
。

　

翌
19
日
（
日
）
は
、
板

橋
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ

レ
ー
ド
に
始
ま
り
、
い
た

ば
し
戦
国
絵
巻
武
者
行
列

な
ど
の
演
目
が
続
い
た

後
、
町
会
連
合
会
か
ら
お

囃
子
・
子
ど
も
み
こ
し
・

木
や
り
・
大
人
み
こ
し
が

登
場
し
た
。
勇
壮
で
迫
力

あ
る
練
り
歩
き
で
、
ま
つ

り
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
大
盛
況
の
中
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
。

　

二
日
間
を
通
し
て
、
各

会
場
で
の
多
彩
な
催
し
や

出
店
は
大
変
な
賑
わ
い
を

み
せ
、
訪
れ
た
人
々
は
板

橋
の
秋
を
満
喫
し
て
い

た
。

時
か
ら
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
に
て
「
交
通
安
全
都
民

のつ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

に
先
立
ち
、
地
域
に
お
け

る
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
交
通

安
全
運
動
の
重
点
等
の
周

知
と
交
通
事
故
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
。

　

第
一
部
の
式
典
で
は
、

坂
本
健
板
橋
区
長
の
挨
拶

が
あ
り
、「
交
通
安
全
教

室
」
で
は
、
タ
イ
ム
マ
シ

ー
ン
３
号 

山
本
浩
司
さ

ん
、
関
太
さ
ん
、
タ
レ
ン

ト
の
ゆ
う
ち
ゃ
み
さ
ん

が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
反
射

材
着
用
の
重
要
性
や
交
差

点
や
横
断
歩
道
の
交
通
事

故
防
止
に
つ
い
て
、
警
視

庁
の
方
と
一
緒
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。

　

板
橋
区
吹
奏
楽
団
に
よ

る
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
イ

ベ
ン
ト
は
大
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
た
。

　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

第54回

板橋地区区民大運動会（板橋） 成増童謡まつり（成増） 清水スポーツフェア（清水）

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎

え
、地
区
運
動
会
・
ス
ポ
ー

ツ
大
会
等
が
、
10
月
５
日

（
日
）
を
皮
切
り
に
10
月

13
日
（
月
・
祝
）
ま
で
、

区
内
各
地
で
開
催
さ
れ

た
。

　

10
月
５
日（
日
）は
熊

野
・
常
盤
台
・
桜
川
地
区

で
、11
日（
土
）は
清
水
地

区
で
、12
日（
日
）は
板

橋
・
仲
宿
・
志
村
坂
上
・
中

台
・
舟
渡
・
前
野
地
区
で
、

13
日（
月
・
祝
）は
仲
町桜川地区大運動会（桜川） 常盤台地区スポーツフェア（常盤台） 熊野地区親睦スポーツ大会（熊野）

・
大
谷
口
・
蓮
根
・
下
赤
塚

地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
運
動

会
等
が
開
催
さ
れ
た
。

　

11
日
（
土
）
に
は
成
増

童
謡
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
清
水
か
つ
ら
氏
作
詞

を
メ
イ
ン
と
し
た
多
数
の

童
謡
が
披
露
さ
れ
た
。

実
施
さ
れ
た
地
区
で
は
、

各
地
域
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ

趣
向
を
凝
ら
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
楽
し
み
、
秋
空

の
も
と
、
交
流
と
連
帯
を

深
め
て
い
た
。

各
地
区
で
運
動
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

各
地
区
で
運
動
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

犯
罪
抑
止
生
活

安
全
の
つ
ど
い
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仲宿名物ミニSLとふぁふぁ

第50回尾花沢林間学校

第44回御所山子供会都市体験移動教室

色鮮やかな提灯のもと盆踊りを楽しんでいます

誰もが気軽に参加できる地域の集いの場

福祉の森サロン活動に参加しませんか？

「顔見知りになる」「生活にメリハリ」「安否確認」
「情報交換」サロン活動は良いこといっぱい！

板橋区社会福祉協議会
morimori@itabashishakyo.jp

福祉の森サロン担当
☎3964-0236

～最も身近で、最も頼りにされる金融機関を目指して～

板 橋 支 店　 板橋区板橋2-67-8　　　　☎（3961）5371（代）
大 山 支 店　 板橋区大山町22-5　　　　☎（3956）1161（代）
志 村 支 店　 板橋区小豆沢1-11-7　　　☎（3966）0136（代）
志村坂下支店　 板橋区東坂下2-16-4　　　☎（3968）0481（代）
成 増 支 店　 板橋区成増1-29-7　　　　☎（3930）7136（代）
上板橋支店　 板橋区桜川3-21-11　　　☎（3559）1491（代）

東京信用金庫

　

今
年
が
昭
和
百
年
に
、

ま
た
来
年
が
昭
和
に
改
元

し
て
か
ら
満
百
年
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
板

橋
区
の
文
化
財
を
離
れ
て

日
本
の
元
号
と
「
昭
和
」

の
制
定
に
つ
い
て
紹
介
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

昭
和
は
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
十
二
月
二

十
五
日
に
大
正
天
皇
が
崩

御
さ
れ
、
皇
太
子
裕
仁
親

王
が
皇
位
を
継
承
さ
れ
た

そ
の
日
に
改
元
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
の
元
号
は
大
化

元
年
（
六
四
五
）
が
最
初

--------------------------------------------------------

昭
　
和
　
百
　
年

公
文
書
館
専
門
員
　
　
畠
山
　
聡

24

　

各
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
伝
統
が
あ
る
も
の
か

ら
今
ど
き
の
も
の
ま
で
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
仲

宿
支
部
の
行
事
に
お
け
る

さ
さ
や
か
な
工
夫
に
つ
い

て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
５
月
下
旬
に
開
催

す
る
仲
宿
地
区
ま
つ
り

は
、
今
年
で
第
36
回
を
迎

え
ま
し
た
。
会
場
を
支
部

　

半
世
紀
の
歴
史
を
刻
む

尾
花
沢
林
間
学
校
が
、
今

年
め
で
た
く
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
9
月
26
日
、

尾
花
沢
市
に
お
い
て
記
念

式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、

坂
本
健
区
長
、
結
城
裕
尾

花
沢
市
長
も
参
列
さ
れ
ま

　

今
年
の
夏
も
７
月
12
日

（
土
）
の
高
島
平
二
丁
目

町
会
を
皮
切
り
に
、
高
島

平
支
部
管
内
９
カ
所
で
夏

祭
り
大
会
・
盆
踊
り
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風

に
翻
弄
さ
れ
た
と
こ
ろ
も

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

年
は
ど
の
会
場
も
天
候
に

内
の
小
学
校
で
巡
回
す
る

た
め
、前
年
で
は
な
く
２
・

３
年
前
の
資
料
に
基
づ
い

て
準
備
を
し
ま
す
。

　

最
近
の
悩
み
の
傾
向
は

や
は
り
、
役
員
の
高
齢
化

で
す
。
準
備
や
片
付
け
の

負
担
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
行
事
の
安

全
な
遂
行
に
は
、
入
念
な

準
備
と
体
力
の
余
裕
が
必

要
と
い
う
指
針
の
も
と
、

初
め
て
テ
ン
ト
の
レ
ン
タ

ル
と
設
営
の
業
者
外
注
を

導
入
し
、
町
会
の
負
担
を

減
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、

主
催
協
力
団
体
も
拡
充
し

て
地
域
か
ら
募
り
、
近
隣

の
小
学
校
の
P
T
A
に
も

声
を
掛
け
、
模
擬
店
も
大

変
賑
や
か
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

　

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
一
方
、
大
人
気

の
ミ
ニ
S
L
や
、
特
大
の

ふ
ぁ
ふ
ぁ（
す
べ
り
だ
い
）

と
い
っ
た
名
物
は
変
え

ず
、
お
子
さ
ん
の
喜
ぶ
姿

を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
を
維
持
し
て
い
く
難
し

さ
に
度
々
直
面
し
て
い
き

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

こ
の
地
区
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
て
次
世
代
に
継
承
で

き
る
よ
う
に
、
創
意
と
工

夫
を
も
っ
て
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

仲
宿
支
部
長

髙
田 

雄
彬

で
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）

か
ら
は
現
在
に
至
る
ま
で

継
続
し
て
使
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
平
安
時
代
以
降

の
元
号
の
制
定
手
続
き
に

お
い
て
は
、
大
臣
が
天
皇

の
命
を
受
け
、
漢
文
学
や

中
国
史
に
長
け
た
文
章
博

士
に
儒
教
の
経
典
で
あ
る

四
書
五
経
か
ら
候
補
と
な

る
元
号
を
複
数
上
申
さ

せ
、
そ
の
後
大
臣
や
参
議

と
い
っ
た
公
卿
が
天
皇
の

ご
判
断
を
仰
ぎ
な
が
ら
絞

り
込
み
、
最
終
的
に
決
定

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
な
る
と
幕
府
が

介
入
し
ま
す
が
、
明
治
の

改
元
の
際
に
は
新
政
府
が

一
世
一
元
の
原
則
を
採
用

し
、
ま
た
代
々
学
問
の
家

で
あ
る
清
原
・
菅
原
両
家

に
元
号
の
候
補
を
複
数
上

申
さ
せ
、
政
府
に
て
選
定

し
最
終
的
に
天
皇
ご
自
身

が
く
じ
を
引
く
こ
と
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

大
正
や
、
昭
和
も
同
様
の

手
続
き
で
制
定
さ
れ
ま
し

た
が
、昭
和
五
十
四
年（
一

九
七
九
）
に
元
号
法
が
施

行
さ
れ
て
内
閣
が
政
令
に

よ
り
定
め
る
こ
と
と
な

り
、「
平
成
」
と
「
令
和
」

は
こ
の
元
号
法
に
基
づ
い

て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
の
由
来
は
、四
書

五
経
の
一
つ『
書
経
』堯
典

に
記
さ
れ
て
い
る「
人
々

が
仲
良
く
正
し
い
振
る
舞

い
を
し
、徳
を
明
ら
か
に

す
る
と
、世
界
の
共
存
と

繁
栄
が
図
ら
れ
、国
民
は

大
い
に
栄
え
る
」と
い
う

文
章
の
一
部
、「
百
姓
昭
明
、

協
和
萬
邦
」（
百
姓
昭
明
に

し
て
、萬
邦
を
協
和
す
）か

ら「
昭
」と「
和
」を
選
ん
で

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で

す
。記
録
に
よ
る
と
、こ
の

時
は「
神
化
」「
元
化
」な
ど

複
数
の
候
補
が
あ
っ
た

が
、最
終
的
に
決
定
さ
れ

た
の
は
漢
学
者
の
吉
田
増

蔵
氏
が
考
案
さ
れ
た
昭
和

で
し
た
。な
お
江
戸
時
代

に
は
全
く
同
じ
出
典
か
ら

「
明
」と「
和
」の
文
字
を
採

用
し
た「
明
和
」（
一
七
六
四

〜
七
二
）の
元
号
が
制
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の

よ
う
に
同
じ
出
典
か
ら
異

な
る
年
号
が
選
ば
れ
る
こ

と
や
改
元
の
際
に
選
ば
れ

な
か
っ
た
候
補
が
後
に
元

号
に
選
ば
れ
る
こ
と
は
よ

く
あ
る
こ
と
で
す
が
、昭

和
は
初
め
て
候
補
と
な

り
、そ
の
ま
ま
採
択
さ
れ

た
稀
有
な
元
号
な
の
で

す
。

　

同
じ
昭
和
時
代
と
言
っ

て
も
、戦
後
と
そ
れ
以
前

と
で
は
政
治
体
制
や
社
会

の
価
値
観
、諸
制
度
が
大

き
く
異
な
っ
て
お
り
一
体

的
に
捉
え
る
こ
と
は
難
し

い
が
こ
の
機
会
に
昭
和
に

込
め
ら
れ
た
想
い
を
心
に

留
め
な
が
ら
振
り
返
っ
て

み
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

し
た
。

　

交
流
の
始
ま
り
は
昭
和

51
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
茂
呂
町
会
在
住
で
尾

花
沢
市
出
身
の
画
家
「
石

丸
弥
平
氏
」（
N
H
K
朝

ド
ラ
マ
「
一
番
星
」
の
タ

イ
ト
ル
画
を
描
い
た
方
）

が
、
自
然
体
験
事
業
を
求

め
て
い
た
茂
呂
町
会
に
県

立
自
然
公
園
御
所
山
を
紹

介
し
、
2
泊
3
日
の
民
泊

に
招
待
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
翌
年
か
ら
は
青
健

桜
川
地
区
の
「
尾
花
沢
林

間
学
校
」
事
業
と
し
て
、

ま
た
昭
和
57
年
か
ら
は
尾

花
沢
市
常
盤
地
区
の
「
都

市
体
験
移
動
教
室
」
を
支

恵
ま
れ
、
親
子
連
れ
か
ら

ご
高
齢
の
方
ま
で
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
、
踊
り
子

た
ち
も
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が

ら
楽
し
そ
う
に
盆
踊
り
を

踊
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

新
河
岸
地
区
は
毎
年
６

町
会
・
自
治
会
が
合
同
で

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
さ
ら
に
高
島
平
七
丁

目
町
会
と
赤
塚
河
岸
町
会

が
共
催
し
て
開
催
す
る
な

ど
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
る

町
・
自
治
会
役
員
の
担
い

手
不
足
が
問
題
と
な
る
な

か
、
支
部
内
町
会
同
士
の

連
携
が
図
ら
れ
活
気
の
あ

る
盆
踊
り
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
模
擬
店

の
代
わ
り
に
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
に
出
店
を
お
願
い
す
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
特
色
を
出
し
た
催
し
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
10
月
に
は
12
日

（
日
）
に
高
島
平
二
丁
目

団
地
自
治
会
の
団
地
ま
つ

り
が
、
ま
た
26
日
（
日
）

に
は
支
部
と
青
健
、
児
童

館
が
共
催
す
る
支
部
管
内

最
大
の「
高
島
平
ま
つ
り
」

が
旧
高
島
第
七
小
学
校
校

庭
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
会
・
自

治
会
が
協
力
し
て
地
域
の

だ
れ
も
が
安
心
し
て
、
楽

し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
高
島

平
支
部
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

　

高
島
平
支
部
長菅野　

祐
一

駆
け
回
り「
コ
ト
リ
」と
眠
る

幼
児
よ
頬
を
寄
せ
れ
ば
日
向
の

に
お
い

　
弥
生
町
 

田
柳
　

智
子

エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
湯
に
菊
浮
か
ば

せ
て
重
陽
の
朝
身
体
委
ね
る

　
徳
丸
 

山
下
　

登
美

地
を
見
れ
ば
な
ご
り
の
朝
顔
彼
岸
花

空
見
上
げ
れ
ば
行
合
い
の
雲

　
大
山
西
町
 
田
村
　

昭
子

帰
省
孫
「
秋
刀
魚
食
べ
た
い
」

注
文
に
厨
煙
り
て
お
ろ
し
の
音
す

　
赤
塚
新
町
 
野
口
　

三
枝

公
園
の
ラ
ジ
オ
体
操
顔
な
じ
み

一
人
休
め
ば
ひ
と
ひ
気
に
な
る

　
板
橋
 

広
木
　

啓
次

宵
の
明
星
か
たへに
開
く
大
花
火

　
四
葉
 

片
町
　
節
子

金
魚
玉
時
に
大
き
く
流
れ
を
り

　
若
木
 

北
村
　
美
代
子

残
る
蟬
山
懐
に
盲
学
校

　
高
島
平
 
小
長
光
　
吟
子

ゆ
く
夏
の
檻
に
友
な
く
七
面
鳥

　
中
台
 

谷
田
貝
　
順
子

日
はい
ま
だ
熱
を
摑
み
て
秋
に
入
る

　
大
山
 

長
谷
川
　
き
よ
子

部
事
業
と
し
て
相
互
交
流

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
参
加
し
た
児
童
・

生
徒
数
も
林
間
学
校
で
は

3
，
0
0
0
名
以
上
、
都

市
体
験
移
動
教
室
で
は

1
，
3
0
0
名
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
に

は
「
親
子
2
代
に
渡
り
参

加
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
脅
威
な
ど
様
々
な
困
難

を
乗
り
越
え
、
半
世
紀
に

わ
た
っ
て
続
く
こ
の
相
互

交
流
は
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、
尾

花
沢
市
と
板
橋
区
の
絆
を

深
め
、
地
域
間
の
友
好
関

け
ぶ

も
ん
じ
ょ
う
は
か

せ

き
ょ
う
て
ん

さ
ん 

ぎ

く
ぎ
ょ
う

 

い
っ
せ
い
い
ち
げ
ん

ご
き
ょ
う

し   

し
ょ

し
ょ
き
ょ
う

ぎ
ょ
う
て
ん

ひ
ゃ
く
せ
い

ば
ん
ぽ
う

け
　  

う

係
を
築
く
上
で
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

 

桜
川
支
部
長　
萩
原　
洋
一

支
部
ニ
ュ
ー
ス

支
部
ニ
ュ
ー
ス

桜
　
川

高
　

島
　

平

短
　
歌

俳
　
句

板
橋
区
俳
句
連
盟
監
修

一
ノ
瀬
美
智
子
選

仲
　
宿

「
創
意
工
夫
の

　
　
　
　
地
区
ま
つ
り
」

「
祝
！
尾
花
沢
林
間
学
校

50
周
年（
交
流
事
業
）」

「
夏
の
ひ
と
と
き
の
楽
し
み
」

　
　


